
CGFA Referee Academy 活動報告                                            

第７回 202５年１１月 (１年目) 

 

 

２２日 試合 

１試合目(写真とコメントはレフェリーより) 

腰によるチ

ャージをい

い角度から

見極めるこ

とができま

した。 

                                                   

ト リ ッ ピ ン

グｌのファウ

ルもいい距

離と角度か

ら見れてい

ます。 
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こちらのシーンもカウ

ンターからのトリッピ

ングのファウルでポイ

ントオブコンタクトか

ら離れないように言

いポジショニングをと

ることができました。 

 

 

 

キッキングのファウルも近い距離で見極められています。 

 

２試合目 

スライディングタックルをいい位置で確認できています。 

 

 

自信をもって PK のシグナル 

 

 

 



CGFA Referee Academy 活動報告                                            

AVD 

 

 

PK 時 写真左端に選手がいます。このような時の立ち位置は難しいですね。 

 

 

FK での再開を邪魔する場面 目を残しています。 
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振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワハラではありません （笑） 

 

２３日 フィジカルトレーニング(フィットネステスト) 

   ↑YOYO テスト 

←４０ｍスプリント 

 

 

競技規則テスト 

 テスト直前までみんな競技規則の改正点を中心に見ていました。最高点は８９点(松元君)でした 

 

ディスカッション 事象分析 
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アカデミー生の感想 

1 日目に、プリンスリーグの試合を担当しました。私は A1 を担当しました。この試合で意識し 

たことは、難しい判定を自信を持って下すことと、主審の助けになることをすることでした。 

結果的にオフサイドは一度も無く、揉め事もなく試合が終了しました。難しい判定は一度あ 

り、FW がラインギリギリにいて、味方が蹴ったボールに追いかけるシーンでした。このシー 

ンはしっかりプレーに正体できており、手前のタッチラインも視野に入っていたため、タイミ 

ングよく判定することができました。しかし、試合を通して、気が抜けラインがずれているこ 

とも何回かあったので、そこは修正しなければならない点だと思いました。主審の助けになる 

ことをするという場面ですが、特に A1 サイドでファールはありませんでしたが、ゴールキッ 

クの際にボールが正しい位置に静止されているシークレットサインや正しい位置に置かれてい 

ない時に、フラッグアップをして主審と連携をとることができました。自分の試合の後に仲間 

の試合を見学しました。自分にはない武器を見ることができたら、客観的に見ることができた 

ので、自分のレフェリングに活かせるところは活かしていこうと思いました。試合後にはファ 

ウルジャッジをメインとした映像分析を行いました。自分が現場で見た景色と映像の景色で差 

があったので、この差をなくしていけるような監視の仕方、予測をしていこうと思いました。 

２日目はまず、フィットネステストを行いました。40m 走のプール基準は 5.3 秒と言われまし 

たが、5.3 秒には届かなかったので、スプリントを早くするためのトレーニングを取り入れな 

ければと思いました。次に yoyo テストをしました。記録は 60 本です。自己ベストには届きま 

せんでしたが、仲間と一緒に走ることで、とても頑張れたし、もっといってやろうと感じまし 

た。その後は競技規則テストをしました。結果は 76 点でした。これでレフェリーをするのは 

選手のためではないので、徹底していかないといけないと思いました。一度に集中してやるの 

ではなく、日々の取り組みが大切だと思いました。 

 

今月のアカデミー活動は非常に有意義でした。1 日目には中国プリンスリーグで主審を務め、2 日目

にはフィジカルテスト、競技規則テスト、ディスカッションを行いました。最近、自分の 中でファールの基

準が曖昧になっており、特に些細なファールやグレーな部分の判断が難しく 感じていました。 1 日目の

試合では、ファールかノーファールか迷う場面があり、映像を振り返ると、明らかに ファールであるにも

かかわらずノーファールと判断したケースもありました。宮部さんからの アドバイスを受け、ファールの

判断においては、瞬間だけでなく、その前の距離や勢い、接触 の強さを見極めることが重要だと感じま

した。これまで自分なりに判断していたつもりでした が、実際には正しい判定ができていない場面がい

くつかあったことを反省しました。 2 日目のディスカッションでは、アカデミー生同士で些細なファール

について意見交換を行 い、映像を見ながら正しい判断をするための話し合いができました。今回のアカ

デミー活動を 通じて、自分のファールの判定が漠然としていたことを強く感じました。これからは、より

高 強度の試合やスピードの速い試合においても正しい判定ができるよう、映像を活用してファー ルを

しっかり見極めていきたいと思います。 

 

今回のアカデミー活動では自分自身で自発的な行動力を今後の生活を含めて増やしていく必要 

があると感じた活動であった。 

１日目の試合実践では１試合を通してファウルである、ファウルでないのはっきりとした判定 

の部分では比較的に素早く判定を下すことができていたと感じた。しかし、ファウルかもしれ 
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ない、ファウルではないかもしれないとなったときに判定のスピードが遅れ、選手やスタッフ 

からの声が上がってから判定を下すシーンが多くみられ、自発的に自信を持った行動ではなく 

他人に合わせながら行動をするようになってしまっていた。それは審判員、主審を担当する上 

での信頼を大きく損なってしまっていると感じた。また、なにかが起こるかもしれないという 

自分自身のアラートもつけることができていなかったことから、自分が目で見た映像と撮影さ 

れた映像に大きな差ができてしまっていることも今後の課題として見つかった。事象をぼんや 

りと見るのではなく、見てそれらをしっかりと言語化できるような力を今後つけていけるよう 

にしていきたい。 

それら身につけるためにもサッカーにかける時間を今まで以上に増やし映像からアラート面や 

素早い言語化に繋がるようにしていきたい。 

２日目の活動では前日の活動もあったなかで厳しいスケジュールの中でも２日間をしっかりや 

りきる体力作りと回復力の重要性に気がつくことができた。２日間連続で審判活動があるとき 

にどちらの試合でも１００パーセントのパフォーマンスが発揮できるように特に今回は 40m の 

スプリントの面で課題が出たので向き合っていきたい。競技規則テストに関しては目的意識を 

しっかり持ち、テストでいい点数を取ることを目標にするのではなく、試合で落ち着いた行動 

を取れることを目的にしていきたい。 

映像ディスカッションに関しては自分が見たものがすべてであると感じず、多くの人がさまざ 

まな角度からその事象を見ていることを理解し自分だけの見方にこだわらないためにも自分自 

身の課題であるオープンな姿勢で取り組めるようにしていきたい。 

 

今回のアカデミー活動も大変充実した活動になりました。1 日目の試合では自分は副審として 主審の

サポートを意識して行いました。良い点もありましたが課題点もでて、特にオフサイド の判定は副審とし

て一番なのですべてのオンオフを試合終了後にはっきりと自信をもって判定 できたといえるように

色々とチャレンジしてやっていかないといけないと感じました。ファウ ルやその他の事は主審の動きを

よく見てサポートできたと感じます。映像分析では主審がその 時どのような事を考えていたのか、どの

ような心境だったか、なぜ出来なかったかを皆でディ スカッションして自分ではどうするかを他の意見

を聞き、整理することが出来た部分が多かっ たです。すべての事象をなんとなくではなく試合終了後に

事象を言語化できるように考慮点を しっかり掴んで判定していく、そのために予測してポジションをと

らないといけないことを改 めて感じました。常に頭をフル回転させて想定内をたくさん考えておき、イレ

ギュラーを少な くすることが正しく判定していく上で大事だなと学びました。そのためにトレーニングし

て体 力をつけて、きつい状態でも頭をクリアにしてしっかり考慮点を掴めるようにできるようにし てい

きたいです。 二日目にはフィットネステストと競技規則テストも行いました。yoyo テス トでは自己ベス

トを更新できたが、まだまだ走れるようにトレーニングを継続していきます。 競技規則テストでは、試合

での適用ミスをしない為にも日々の自主学習を今以上に行っていか ないといけないなと強く感じまし

た。現時点での自分の能力を知れて、今後さらに上のレベル で活動していくために自己研鑽を怠らずに

活動していきます 

 

次回は１２月１３，１４日（＠山口 維新公園）の予定です。 


